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中
国
残
留
孤
児
裁
判
・
東
京
地
裁
不
当
判
決

世
論
の
批
判
受
け
政
府
も
自
立
支
援
策
を
検
討

一･

三
〇
東
京
地
裁
判
決
を
う
け
、

大
阪
原
告
団
と
兵
庫
原
告
団
・
弁

護
団
の
共
同
報
告
集
会
と
合
同
記

者
会
見
が
一
時
か
ら
北
浜

ビ
ジ
ネ
ス
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
敗
訴
の
不
当
な

判
決
が
伝
わ
る
と
、
弁
護

団
、
原
告
か
ら
「
ど
う
し

て
孤
児
が
生
ま
れ
た
の
か
、

歴
史
を
し
っ
か
り
見
て
い

な
い
」
な
ど
と
は
げ
し
い

怒
り
の
発
言
が
あ
り
、
中

国
残
留
孤
児
問
題
の
全
面
解
決
を

図
る
た
め
に
は
①
国
の
謝
罪
②
公

平
か
つ
平
等
な
る
損
害
補
償
③
生

活
保
護
に
よ
ら
な
い
生
活
支
援
金

制
度
の
創
設
を
求
め
て
、
こ
れ
か

ら
も
裁
判
闘
争
と
要
求
行
動
を
続

け
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
回
の
判
決
は
、
原
告
側
の
請

求
を
棄
却
し
、
国
の
違
法
行
為
を

認
め
ず
、
原
告
ら
中
国
残
留
孤
児

の
思
い
を
顧
み
な
い
き
わ
め
て
非

情
で
冷
酷
な
判
決
で
す
。
約
六
〇

年
間
の
長
き
に
わ
た
る
国
の
誤
っ

た
孤
児
政
策
に
よ
り
発
生
し
た
今

回
の
訴
訟
は
、
日
本
人
と
し
て
、

日
本
の
地
で
、
日
本
人
ら
し
く

生
き
る
権
利
、
日
本
人
と
し
て
・

人
間
と
し
て
の
尊

厳
の
回
復
を
求
め

た
原
告
の
請
求
を

全
面
的
に
棄
却
す
る
判

決
と
な
り
、
早
期
帰
国

を
実
現
す
る
法
的
義
務
、

帰
国
後
の
自
立
支
援
義

務
、
戦
争
か
ら
生
じ
た

損
害
な
ど
す
べ
て
を
認

府連通信

2007文化講演と日中春のつどい
講演「中国はいま何を考えているか-日中関係05年危機の反省-」

京都大学・大学院教授 大西 広 さん

会員の皆さんはもとより、お友達も誘って多数の参加を

お待ちしています。（Ⅰ部講演会のみ参加：1000円）

３月１１日（日）午後３時～５時

会場：ホテルグリーンプラザ大阪
Ⅱ部懇親会：午後５時～７時、参加費4000円(要・予約）

富
田
林
支
部
再
建
に
向
け
て
文
化
行
事
の
要

太
極
拳
教
室
を
一
月
か
ら
十
四
名
で
開
講

富
田
林
支
部
再
建
の
取
り
組
み
と

し
て
、
一
月
一
〇
日
に
太
極
拳
教
室

を
開
講
し
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
の

夜
、
富
田
林
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
「
け

あ
ぱ
る
」
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
太
極
拳
本
部
指
導
員
の
尾

中
妙
子
さ
ん
で
、
生
徒
一
四
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
支
部
の

大
野
京
子
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
応
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

太
極
拳
が
は
じ
め
て
の
人
ば
か
り

め
な
い
不
当
な
判

決
で
し
た
。

さ
ら
に
全
面
的

に
国
の
主
張
に
追

随
す
る
ば
か
り
か
、

極
め
て
誤
っ
た
、

特
異
な
歴
史
認
識

に
立
ち
、
真
実
に

目
を
背
け
た
極
め

て
不
当
な
判
決
で
す
。
神
戸
地
裁
判

決
の
成
果
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
と

と
も
に
、
大
阪
地
裁
判
決
の
内
容
さ

え
も
後
退
さ
せ
た
、
裁
判
史
上
に
汚

点
を
残
し
た
判
決
で
す
。

集
会
に
は
開
会
前
か
ら
白
髪
の
め

第
八
六
期
中
国
語
講
座

四
月
開
講

中
国
人
と
の
日
常
会
話
が
で
き

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

会
員
・
学
生
割
引
が
あ
り
ま
す
。

（
週
一
回
・
二
時
間
・

六
ヶ
月
二
〇
回
受
講
）

受
講
料
・
３
９
０
０
０
円

二
科
目
受
講
は
５
８
５
０
０
円

入
学
金
・
１
５
０
０
０
円

授
業
の
見
学
は
無
料
で
二
科
目

ま
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
も
常
時
受
付
中
で
す
。

で
、
準
備
体
操
か
ら
歩
き
方
ま
で
き

め
細
や
か
に
教
え
て
も
ら
い
、
初
級

太
極
拳
・
二
四
式
を
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
す
で

に
四
回
目
が
終
了
し
、
体
も
少
し
慣

れ
て
き
ま
し
た
。

事
務
局
で
は
会
員
証
も
発
行
し
二

名
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

富
田
林
支
部
の
文
化
行
事
の
要
と

し
て
定
着
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
田
林
支
部
準
備
会

上
村
康
夫

今回から二面にチベット鉄道の記事を連載します。
だ
つ
六
〇
・
七
〇
代
の
参
加
者
と
マ

ス
コ
ミ
各
社
で
う
め
つ
く
さ
れ
、
予

備
の
い
す
が
多
数
運
び
込
ま
れ
る
盛

況
の
中
、
中
国
語
の
通
訳
で
発
言
や

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
当
判
決
を
乗
り
越
え
全
面
解
決

を
と
、
三
一
日
に
は
国
会
と
厚
生
労

働
省
へ
要
請
行
動
を
行
い
安
部
首
相

ら
と
面
会
、
国
民
世
論
に
お
さ
れ
て
、

『
こ
れ
ま
で
の
孤
児
対
策
の
不
十
分

さ
を
認
め
夏
ご
ろ
ま
で
に
提
案
し
た

い
』
と
述
べ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
も
引
き
続
き
支
援
行
動

に
参
加
し
て
行
き
ま
す
。
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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新
年
を
迎
え
て
心
も
新
た
に
勉
強
の
方
針
を
定
め
ま
し
ょ
う
！

“
一
陽
来
復
・
万
象
更
新
”
中
国
語
講
師

中
根
欣
之
助

２
０
０
６
年
７
月
中
国
の
青
海
省
・

西
寧
市
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
と

を
結
ぶ
全
長
１
９
５
６
㎞
の
青
蔵
鉄

道
が
全
面
開
通
し
た
。
２
０
０
１
年

六
月
に
着
工
、
総
額
３
３
０
億
元
を

か
け
て
竣
工
ま
で
五
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
世
界
最

高
の
地
『
昆
侖
山
・
海
抜
４
６
０
０

ｍ
付
近
』
に
造
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
や

駅
舎
は
、
酸
素
不
足
の
た
め
特
に
高

山
病
対
策
に
神
経
を
使
っ
た
難
工
事

の
連
続
で
す
。

工
事
担
当
者
の
現
地
採
用
は
高
山

病
解
決
策
に
最
も
有
効
に
作
用
し
、

そ
の
結
果
高
山
病
死
ゼ
ロ
を
達
成
し

た
の
も
輝
か
し
い
成
果
で
す
。
ま
た

永
久
凍
土
の
上
に
構
築
し
た
鉄
道
で

あ
り
気
温
の
変
化
で
線
路
の
路
盤
が

絶
え
ず
浮
き
沈
み
す
る
、
そ
の
軟
弱

路
盤
を
支
え
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
や
新
技
術
を
導
入
し
、
毎
年
路
盤

の
保
全
維
持
管
理
対
策
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
景
観
や
自
然
に

配
慮
し
な
が
ら
造
ら
れ
た
鉄
道
だ
。

海
抜
８
８
４
８
ｍ
（
世
界
の
屋
根

と
言
わ
れ
る
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
）
を
目

前
に
し
た
ラ
サ
、
日
本
の
富
士
山
を

ゆ
う
に
超
え
る
平
均
高
度
４
０
０
０

ｍ
以
上
の
高
原
を
走
る
世
界
で
最
高

地
の
高
原
列
車
だ
。
人
類
が
作
り
出

し
た
「
万
里
の
長
城
」
以
来
の
大
事

業
難
工
事
で
す
。
当
時
と
比
べ
、
馬

や
人
力
で
作
っ
た
時
代
と
は
比
べ
物

に
は
な
ら
な
い
が
、
現
代
科
学
を
駆

使
し
た
（
酸
素
ボ
ン
ベ
や
建
設
重
機

等
）
工
事
に
し
て
も
、
酸
素
の
少
な

い
高
地
に
お
い
て
の
難
工
事
に
は
変

わ
り
有
り
ま
せ
ん
。

高
原
全
体
を
覆
う
凍
土
地
帯
は
環

境
破
壊
を
避
け
る
た
め
の
工
夫
も
さ

れ
、
中
国
近
代
科
学
の
粋
を
集
め
て

動
植
物
の
生
態
系
を
壊
さ
な
い
た
め

の
配
慮
が
施
さ
れ
て
工
事
を
進
め
た

と
言
う
こ
と
で
す
。
特
に
重
要
な
自

然
保
護
区
は
迂
回
す
る
ほ
ど
の
気
の

使
い
よ
う
で
、
沿
線
に
十
一
の
自
然

保
護
区
が
あ
り
専
門
家
を
交
え
て
自

然
破
壊
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
配
慮

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
チ
ベ
ッ

ト
の
カ
モ
シ
カ
、
ヤ
ク
、
ユ
キ
ヒ
ョ

ウ
等
の
安
全
対
策
と
し
て
動
物
移
動

用
の
た
め
の
鉄
道
横
断
用
通
路
が
三

三
箇
所
作
ら
れ
ま
し
た
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

（
祝
）
青
蔵
鉄
道
開
通
①

４
０
０
０
ｍ
以
上
の
高
原
を
走
る

世
界
最
高
の
高
原
列
車

中
国
語
の
勉
強
を
始
め
た
ば
か

り
の
「
同
学
」
す
で
に
学
習
を
積

ん
だ
「
同
学
」
壁
に
突
き
当
た
っ

た
よ
う
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
「
迷
っ
た
時
に
は

原
点
に
戻
れ
」
の
教
え
は
登
山
に

は
限
ら
ず
、
語
学
の
勉
強
に
も
当

て
は
ま
り
ま
す
。
あ
な
た
の
学
習

目
的
は
？

再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。①

中
国
語
会
話
を
マ
ス
タ
ー

し
て
中
国
人
と
会
話
し
た
い
。

②

語
学
教
養
と
し
て
中
国
語

能
力
を
高
め
た
い
。

③

中
国
語
の
読
み
・
書
き
に

熟
達
し
た
い
。

な
ど
等
。

入
学
当
初
の
目
的
・
希
望
は
①

が
一
番
多
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

永
年
の
語
学
教
育
（
学
校
の
）
の

習
慣
か
ら
②
③
の
方
向
へ
流
れ
て

い
く
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
当
初
か
ら
②
③
を

目
的
と
さ
れ
て
い
れ
ば
大
い
に
結

構
で
す
。

①
を
目
的
と
さ
れ
な
が
ら
、
な

か
な
か
成
果
が
見
ら
れ
な
い
、
頭

で
理
解
で
き
て
い
て
も
言
葉
と
し

て
出
な
い
、
会
話
が
出
来
な
い
。

そ
れ
は
学
習
方
法
が
違
う
か
ら

で
す
。

①
の
希
望
者
に
提
案
し
ま
す
。

教
室
で
は
大
声
で
発
音
し
ま
し
ょ

う
！会

話
は
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
で
、

体
で
覚
え
る
も
の
。

上
達
に
は
一
に
も
訓
練
、
二
に

も
訓
練
、
訓
練
の
繰
り
返
し
。

訓
練
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
成
果

が
出
る
も
の
で
す
。

一
度
、
立
ち
止
ま
っ
て
自
分
の

学
習
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
あ
！

今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！
！
「
加
油
！
加
油
！
」

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

茶
屋
町
・
東
梅
田
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

ケ
ア
セ
ン
タ
ー｢

け
あ
ぱ
る｣

水
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

第３回 多文化ふれあいデー
太極拳や胡弓、きりえなどで大阪府連も参加し

て、国際交流と協会の宣伝を行います。会員の皆

さんはもとより、お友達も誘って多数の参加をお

待ちしています。

３月２５日（日）１１時～１５時

会場：尼崎つかしん広場（参加費無料）

連絡先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

全
国
大
会
五
月
に

大
阪
市
内
で
開
催

日
中
友
好
協
会
の
第
五
六
回
全

国
大
会
は
五
月
一
九
・
二
〇
日
、

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

協
会
は
昨
年
の
大
会
以
後
５
０

０
名
の
拡
大
を
達
成
し
、
さ
ら
に

一
〇
％
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
大
阪
で
も
富
田
林
・
門
真
で

再
建
を
準
備
中
で
す
。
三
月
に
は

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
か
れ
、

組
織
の
前
進
で
大
会
を
迎
え
る
た

め
の
取
組
み
を
討
議
し
ま
す
。


